ペルテス氏病の研究 -特にその初期形態と病像並びに病期の検討- by 荒井 俊治
ペルテス氏病の研究 -特にその初期形態と病像並び
に病期の検討-
著者 荒井 俊治
号 165
発行年 1962
URL http://hdl.handle.net/10097/17736
氏名
授与学位
学位授与年月日
 学位授与の根拠法規
 研究科,専攻の名称
学位論文題目
あらいしゅんじ
荒井俊治
医学博士
 β召矛037年3月23日
 学位規則第5条第1項
東北大学大学院医学研究科
外科学系
 ペルテス氏病の研究
 一特にその初期形態と病像並びに病期の検討一
指導教官
論文審査委員
東北大学教授飯
東北大学教授飯
東北大学教授赤
 東北大学教授`浦
野三郎
野三郎
崎兼義
良治
 繭205一
荒井俊治提出論文内容要旨
 1縄 目
 昭和26年1月から昭和55年12月までに当科外来を訪れたペルテス氏病のうち185例の
 股関節レ線像を観察し,まず骨頭核の陰影性状の推移を基準にして病期を分類し,これより得た
 初期レ線像について初期形態の分類を行ない,各形態の特性の有無に?いて調査した。
 2病期分類
 大腿骨骨頭核についてみると,核の全般的陰影性状の推移が多くの症例に共通していることに
 着眼し,これに基いて病期を分類した。全経過を3群,9期にわけた。すなわち,
 1)初期:第1期r正濃期)第2期〔疎薄期)第5期r濃影移行期)第4期〔濃影期)
 2)開花期:第5期(不均質期)弟6期(板状硬化期)
 5)修復期:第フ期〔塊状濃影期)弟8期〔均質化期)第9期〔骨梁正常化期)
 5初期形態の分類
 前項の第4期までを初期とし,この初期群を骨頭核,me槍Physisの局所的病巣陰影の有
 無,並びにその性情に従ってレ稼的に分類した。すなわち,第1群:汎眉核頸部型(初期に局所
 的病巣陰影が現われぬ群)。第2群:骨核病巣型〔骨頭核の一部,多くは前・外側域に局所的病
 巣陰影を生ずる群)oこの第2群の中に更に2つの特殊型を包含せしめた。すなわち,1)骨骸
 表層剥離型,2)骨核頭頂変化型である。更に第5群:頸部mer⊃aphysis病巣型r頸部皿e一
 七aphysisにのみ病的陰影を生ずる群),第4群:混合型〔骨頭核と頸部皿e七aphysis双
 方に局所的病巣陰影を生ずる群),第5群:上記のいずれにも騒さぬ異型で,私の場合,離断性
 骨軟骨炎様症例と骨端線離開様症例の2例がみられた。
 4全症例の一般的調査
 男144例r162関節),女59例〔44'関節)で,5才未満のもの全例に臼蓋形成不全を
 認めるが,明らかに先天性股関節脱臼に関連せりと思われるいわゆるペルテス氏病様変化は可及
 的に除外した。発症年令,左右別も従来の報告と大差ない。
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 5初期症例の調査成績
 1)r般的調査:初期群片側例男55,女9例で,そのうち汎骨骸頸部型,男12,女5例。
 骨核病巣型,男8,女2例,骨核表層衆il離型,男2,女1例。骨核頭頂変化型,男5,女1例,
 頚部皿e七aphysiε病巣型,男5,女1例。混合型,男5,女コ例。異型2例は各々男1例で
 ある。年令分布は2才5ケ月から」1才6ケ月で,5才代と8才代に2つのピークを持つ。明ら
 かな外傷に続発せる9例は特定の初期病型に片寄らない。臼蓋形成不全は深青核型5例,骨核頭
 頂変化型2例,頸部me七aphysis病巣型1例である0
 2)発症から各期の経過期間:発症から初期終了まで,開花期終了までおよび均質化賜磁舗ろ
 までの期間に?き初期痛型との関係をみると、初期終了期間は平均5月半余で,汎骨核頚部型と
 頬部meもaPhysi6病巣型がこれよりやや短かく,混合型と骨骸病巣型がより長期を要する。
 開花期終了期間は平均1年で,初期終了期と逆に,頬部me七aPhysis病巣型が比較的長期を
 要し,汎骨骸頚部型一混合型一骨核病巣型の順となり,均質化期開始までは平均1年10月余で,
 汎骨核頸部型と頚部me毎phys土s型が2年余の長期を要し,飽は平均以下で,開花期終了と
 同じ順序で短かくなる。これに対し眉核病巣型の特殊型たる骨核頭頂変化型は昏期とも短期間に
 経過する様である。症例別にみると初期終了の早い程均質化期への移行も早い傾向がある。それ
 にもかかわらず,各々の初期病型についてみると.初期終了期間の短いものほど,開花期終了,
 均質化期開始までの期間の長い傾向にあることは,初期痛型によって治癒期間の長短がある程度
 条件ずけられていると云えよう。
 5)初期病型来期変形冷よび経過期間の関係:初期病型の種類と骨頭の圧平,流出様像お
 よび頭巾増大,頸長短縮との間には,それぞれ特別の関係を認めない。来期変形の程度をHey-
 manの云うEpiphysGalQuo七ieatおよび霞ad旋okQuoUe[1tの和であらわし,各初
 期病型の平均値を比較すると,来期変形の軽いものから順に骨核頭1頁変化型一混合型一骨核病巣
 型一汎骨桟敷部型一頭部me七aPhysis病巣型となる。このことから,前項にのべた発症より
 均質化期に至る期間が長い初期痛型ほど,末期変形が高慶になる傾向を知ることができる。症例
 別にも,発症から均質化期までの期間が長い症例群は変形の程度が高い。
妻
 4)開花期の骨頭核の変形と初期病型:開花期の経過は症例により種々の程度の骨頭核変化を
 経て修復期に移行する。すなマフ'ら,病勢進展の極限たる第6期r板状硬化期)たいしこれに近い
 経過をとる群と更に軽度の変化で修復期に移行する群とに大別すると,第6期ないしこれに近い
 像を示す群は末期変形が高度で,その大部分は初期病型に恥いて汎骨頸部型,頚部metaPhy81s
 一205一
 型に属する。
 6考按と結語
 ペルテス氏病初期痛型のうちで,頚部me施phy畠i8型と汎骨接頸部型が最も長期の治癒期
 間を要し,形態的予酸も不良となる傾向が強い。病勢進展の極限たる第6期ないしそれに近い形
 をとる例のほとんどがこの2型に含まれ,来期変形が高度となることからも,重篤な型と云える。
 骨骸表層剥離型は定義的には骨接病巣型であるが,替過並びに末期像はこの2型に近い。骨接病
 巣型と混合型は初期終了まで前2者より長期を要す'るが,治癒期間は著明に短か(,経過中第6
 期近似型が骨核病巣型に1例あるのみて,経過,予後とも比較的良好である。頭頂変化型は冬期
 とも経過短かく変形軽度であるが,4例中2例に臼蓋形成不全あり,あるいは関連性奮暗示する
 ものかもしれない。異型についてに=観察期間短かく明確なことは云え左いが,離断性骨軟骨症型
 五ケ一二ヒ病との境界疾患を示唆して興味あク,骨端線離開型ほ鑑別診断的意味て検討を要する
 ものと考えられる。
 以上の所見から著:者はペルテス氏病の経過に大体一定のパターンかあり,治癒期間ないし来期
 変形に対する予陵は初期における骨頭核のレ線学的分類に従った柄型によって,ある雄慶や見さ
 れ得ることを知g,このことはまた本症に対する治療対策に対する1示唆たりうるものと結論し
 た。
 一206～
 審査結果の 要
 b日
 著者は最近10年間に東北大学整形外科教室を訪れたPerthO8氏病185例の検討を行い,
 特にレ線像による骨頭核の全般的な陰影性状の変化を目安として病期を次の5段、9期に区分し
 た。すなわち,オ1段:初期〔オ1期:正濃期,才2期:疎薄期,オ5期:機影移行期,才4期=
 濃影期〕,オ2段:開花期〔オ5期:不均質期,オ6期:板状硬化期〕,オ5段:修復期〔オア
 期:塊状濃影期,才8期:均質化期.オ9期二骨梁正常化期〕てある。しかして、この著者の病
 期区分により定められた初期にむけるレ線様から本症を分類することの合理性に藩服し、次の5
 つの病型に分類した。すなわち,1)汎骨核頸部型、ll)骨核病巣型,lll)頸部metaPh"is
 病巣型,1V)混合型1V)異型の5型てある。
 かくして,本症を著者の病期及び病型に分けて検討をr加え,得られた結果の大要は大体次の通
 りである。
 1・)185例の性別,年令別,左右別の調査ては諸家の報ずるところと特に差は認められず
 男女比が5.7:1.ロと男に多く,発症時年令は6才代を1頁点として2才から'14才余1・⊂至る散布
 をみせ,5才未満の全例に臼蓋形成不全を認めた。資料としては一応先天股悦との関連を否定し、、
 たものではあったが,なおその間に関鍵を疑わせるものがある。左右別では右56例,奉66例
 両欄例は16例であった。
 2)著者の云う初期からし・線的に観察し得た44例について病型と誘因との関連を検討した
 が,有意的左所見を見出していたい。
 5)前項44例のすべての1■線写真を業者の定めた病型並びに病期に分属せしめ,各症例の
 経過期間を調査したとこ.ろ,病型によって各}鵬経過期間にある程度のPat七・甥窟わ相異のある
 ことが推測された。すなわ'ら,発症から初期終了までは平均ろ月余で,混合型と骨核病巣型が平
 均より長期を要し,汎骨骸頸部型と頸部m麟aPhy飢s病巣型が平均より短期間に経過した。
 開花期終了期間は平均約1年,均質化期開始まての期間は平均1年田月余で,両朝の絹遇期間
 は初期終了までの所要期間と逆に}頸部Ine「;aPhysis病巣型～汎骨骸頸部型～混合型～骨
 核病巣型の順に長柑除要した。
 4)前項の44例中}末期像を有する22例につきHoymanの計測法の一部を用いて骨頭
 核および頸部の綜合的変形程度、,骨頭核変形}頸部変形,更に骨頭高,骨頭巾,頸長,頭巾の各
 々 の変化について調査したところ,綜合的末期変形は頸部鵬七aPhysゴ・8病巣型が最も強ぐ,
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 その変化内容は骨頭高と巾,頸長と頭巾のすべての要素が強く変形した。次いで粗骨核頸部型の
 末期変形が強く,変化内容は頸部特に頸長の変化が肇かつた。次いで骨核病巣型の変形は骨頭核
 の変形が強く,頚部変形は比較的軽度てあった。混合型については症例の変形程度,内容に統一
 性なく型としての傾向を見出すに至らず,また骨懐病巣型の特殊型たる骨核表層剥離型,骨接頭
 頂変化型については症例数が少なく量前者は汎骨骸頸部型的てあり,後者は最も軽度左変形を示
 す型と推論するにとどめているD
 5)開花期の極限たるオ6期す左わち板状硬化期幸いしこれに近い燭畳を経る症例について,
 経過期間,末期変形掛よび病鍛との関連を調査し,開花期の進展程度いかんが予後に重大な影響
 を・扇二ぼすことを知った。すなわち,矛6期またはこれに近い経過をとる9例についてみると均
 質化期に至る所要期間は多ぐが2年以上の長期を要し,末期変形は優,良の例なく,不可,大不
 可6例であった。これらの症例が所属する病理は汎骨核頸部型4例,頸部me七aPhysi3病巣
 型4例,骨核表層剥離型耳列て他の病型にはみられ.なかった。こ'のことからも各病理間のPa七t一
 ・3rnの相異をうらづけうると考え,かつ不均質斯以前の早期にすてに本症の予後を左右する因
 子が存在するであろうことを推論した。
 以上の所見により著者砿P紐「thθS氏病は初期に判定iした病型によってその経過に大体一定
 のPa七七'罫nを示すことを知り,治癒期間ないし末期変形に対する予後をあろ程度,早期に予
 見し得ることから,この事実が本症に対する治療対策についての1示唆たりうるものと結論して
 おり,発症・経過の未だ明らかならざる点の多いFerthe8氏病の解明に重要な手がかりを与
 える有用丘論文である。
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